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(57)【要約】
【課題】　目盛環の位置を調整した位置で操作時に動か
ないように固定するとともに、目盛環の締結位置を回転
方向において調整するための長穴が表面に露出しないレ
ンズ装置を提供する。
【解決手段】　レンズ装置は、可動な光学要素と、光軸
周りに回転可能で、該回転によって該光学要素を駆動さ
せる駆動環と、該駆動環と接続し、光軸周りで該駆動環
と一体となって回転する操作環と、を有し、該操作環は
、該回転方向における固定位置が調整可能な固定機構に
よって前記駆動環に固定され、該回転方向に第１の目盛
表示部を有する第１の部分操作環と、該固定機構を覆う
ように該第１の部分操作環に固定される第２部分操作環
と、を有する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動な光学要素と、
　光軸周りに回転可能で、該回転によって該光学要素を駆動させる、駆動環と、
　該駆動環と接続し、光軸周りで該駆動環と一体となって回転する操作環と、
を有し、
　該操作環は、該回転方向における固定位置が調整可能な固定機構によって前記駆動環に
固定され、該回転方向に第１の目盛表示部を有する第１の部分操作環と、該固定機構を覆
うように該第１の部分操作環に固定される第２の部分操作環と、を有する、
ことを特徴とするレンズ装置。
【請求項２】
　前記固定機構は、前記駆動環に設けられた第１のねじ穴と、前記第１の部分操作環に設
けられた回転方向に長手方向を有する長穴と、第１のビス、から構成され、前記第１の部
分操作環は該長穴を通して該第１のねじ穴に該第１のビスを螺合することにより該駆動環
に固定される、ことを特徴とする請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項３】
　前記第２の部分操作環は前記回転方向に第２の目盛表示部を有する、ことを特徴とする
請求項１又は２に記載のレンズ装置。
【請求項４】
　前記第２の部分操作環は貫通穴を有し、該第２の部分操作環は該貫通穴を通して前記第
１の部分操作環に設けられた第２のねじ穴に第２のビスを螺合することにより該第１の部
分操作環に締結され、該貫通穴は該第２のビスとの間に、前記第２の部分操作環の第２の
目盛表示部と、前記第１の部分操作環の第１の目盛表示部との前記回転方向における位置
関係を調整するための調整隙間を有するように構成される、ことを特徴とする請求項３に
記載のレンズ装置。
【請求項５】
　前記第１の部分操作環と前記第２の部分操作環の最小の内径は、前記第２の部分操作環
の反第１の部分操作環側にあるレンズ装置の最大の外径よりも大きい、ことを特徴とする
請求項１乃至４のいずれか１項に記載のレンズ装置。
【請求項６】
　前記第１の部分操作環は、レンズ装置に固定された固定部に対する、前記光軸周りでの
前記第１の部分操作環の相対的な回転角を検出する位置検出部を有する、ことを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれか１項に記載のレンズ装置。
【請求項７】
　前記位置検出部は前記第２の部分操作環の内径側に位置する、ことを特徴とする請求項
６に記載のレンズ装置。
【請求項８】
　前記第１の部分操作環は、レンズ装置に固定された固定部に対する、該第１の部分操作
環の回転範囲を規制するための端位置規制部を有する、ことを特徴とする請求項１乃至７
のいずれか１項に記載のレンズ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ装置に関し、特に、可動な光学要素の駆動に応じて光軸周りの回転方
向に回転する目盛環を有するレンズ装置、に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のレンズ装置において、フランジバックの調整機構を具備していないレンズ装置で
は、フォーカス目盛環の位置を調整することで、実際の物体距離とフォーカス目盛環の目
盛を一致させている。例えば、特許文献１では、目盛部を無地として、任意の目盛を書き
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込むことができ、特許文献２では、目盛リングが任意の位置に回転し、位置調整ができる
。また、一般的に円筒部材の締結位置を調整して固定する方法として、締結に用いるビス
の取付け穴を長穴状として、長穴幅の範囲で位置調整し、固定する方法がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－６６３０４号公報
【特許文献２】特開２００５－１２８３７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の従来例では、目盛の位置が任意に設定できるが、操作中に目盛が消えてしまった
り、目盛環が動いてしまう、というおそれがあり、撮影上好ましくない。また、目盛環に
目盛の方向に締結位置を調整するための長穴を設けた場合、外観に露出している長穴内に
ゴミなどの異物が入り易い。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、目盛環の位置を調整した位置で操作時に動かないように固定
するとともに、目盛線の位置を調整するための目盛環の締結位置を調整する長穴が表面に
露出せず、ゴミや異物の長穴への進入を防止し、外観上の美観を損なうことのない、レン
ズ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明のレンズ装置は、可動な光学要素と、光軸周りに回
転可能で、該回転によって該光学要素を駆動させる駆動環と、該駆動環と接続し、光軸周
りで該駆動環と一体となって回転する操作環と、を有し、該操作環は、該回転方向におけ
る固定位置が調整可能な固定機構によって前記駆動環に固定され、該回転方向に第１の目
盛表示部を有する第１の部分操作環と、該固定機構を覆うように該第１の部分操作環に固
定される第２の部分操作環と、を有する、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、目盛環の位置を調整した位置で操作時に動かないように固定するとと
もに、目盛線の位置を調整するための目盛環の締結位置を調整するための長穴が表面に露
出せず、ゴミや異物の長穴への進入を防止し、外観上の美観を損なうことのない、レンズ
装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施例１のレンズ装置の全体図である。
【図２】本発明の実施例１のレンズ装置の後側目盛環を外した全体図である。
【図３】本発明の実施例１のレンズ装置の部分断面図である。
【図４】本発明の実施例２のレンズ装置の部分断面図である。
【図５】本発明の実施例２のレンズ装置の回転位置検出装置である。
【図６】本発明の実施例２のレンズ装置の回転規制部の図４のVI－VI断面図を示した図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、添付図面を参照して、本発明の実施例について説明する。
【実施例１】
【００１０】
　図１は、本実施例におけるレンズ装置の全体図であり、図２は、後述する後側フォーカ
ス目盛環を外した全体図である。図３は、レンズ装置の部分断面図である。
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【００１１】
　図１を参照して、レンズ装置の概略を説明する。レンズ本体１は、レンズマウント４２
を介して、ＣＣＤなどの撮像素子を有するカメラ側と結合する。レンズ本体１には、回転
操作可能な前側フォーカス目盛環（第１の部分操作環）２ａ、後側フォーカス目盛環（第
２の部分操作環）３、アイリス目盛環４０を有する。目盛環は、それぞれ、フォーカスギ
ア６０とアイリスギア６１を有し、回転角度や回転方向を変えるための外部回転操作アク
セサリーや、電動駆動機構を有する電動アクセサリーにあるギア部と噛合う。アイリス目
盛環４０を回転操作すると、レンズ本体１に内蔵した図示していない絞り機構部の開口面
積の大きさを調整し、レンズ本体１の絞り値を変更できる。撮影者は、アイリス目盛環４
０に刻印されたアイリス目盛５４とアイリス指標線５５を合致させることで、所望の絞り
値が得られる。
【００１２】
　次に、図１から図３を参照して、レンズ装置のフォーカス機構について説明する。
　後側フォーカス目盛環３は、後側フォーカス目盛環３に設けられた貫通穴を通して、ビ
ス（第２のビス）８０ａを前側フォーカス目盛環２ａに設けられたねじ穴（第２のねじ穴
）に螺合することによって、前側フォーカス目盛環２ａに締結される。それにより、後側
フォーカス目盛環３は前側フォーカス目盛環２ａと一体となって回転する。
【００１３】
　前側フォーカス目盛環２ａは、回転可能なメスネジ環（駆動環）６とビス（第１のビス
）８０ｂによって締結されており、メスネジ環６と一体となって回転する。メスネジ環６
は、オスネジ環７とは、ネジ結合されたネジ送り機構となっている。オスネジ環７には、
移動レンズ群１０を固定している移動鏡筒９に締結されているコロ部材８と嵌合する嵌合
穴１２を有する。コロ部材８と嵌合穴１２は、図３の断面に対して法線方向を面とする平
面上にほぼ３等分した位置に具備する。また、コロ部材８は、レンズマウント４２と締結
されている固定環４内にある３か所の直線溝１３とも嵌合している。前側フォーカス目盛
環２ａもしくは、後側フォーカス目盛環３を回転操作すると、メスネジ環６が回転する。
オスネジ環７は、嵌合している３か所のコロ部材８が直線溝１３によって光軸７０まわり
に回転することを規制しているため、メスネジ環６が回転すると、ネジ送り機構によって
、光軸７０方向に移動する。オスネジ環７が光軸７０方向に移動すると、コロ部材８と締
結している移動鏡筒９と移動レンズ群１０も一体となって移動し、レンズ本体１のフォー
カスを調整することができる。
【００１４】
　前側フォーカス目盛環２ａと後側フォーカス目盛環３は、それぞれ、光軸周りの回転方
向に設けられた前側フォーカス目盛５０（第１の目盛表示部）と後側フォーカス目盛５１
（第２の目盛表示部）を有している。撮影者は、後側フォーカス目盛５１と後側指標環５
に有する後側フォーカス指標線５２を合致させることで、所望する物体距離にピントを合
わせることができる。同様に、前側フォーカス目盛５０と固定環４に有する図１の投影図
とは反対側に有する前側フォーカス指標線を合致させることでも、所望する物体距離にピ
ントを合わせることができる。
【００１５】
　次に、フォーカス目盛環の位置調整について説明する。
　レンズ本体１は、撮像素子に対するレンズ群の位置（フランジバック）を調整するフラ
ンジバック調整機構を有していない。そのため、レンズ本体１やカメラの製造誤差によっ
て、フランジバックがばらつくと、フォーカス目盛にある距離情報と、実際の物体距離と
の間に誤差を生じることがある。この場合、フォーカス目盛の位置を調整し、実際の物体
距離と合致させる必要がある。フォーカス目盛の位置を調整する場合、まず、ビス８０ａ
を緩めて、図２に示すように後側フォーカス目盛環３を外した状態とする。前側フォーカ
ス目盛環２ａとメスネジ環６を締結しているビス８０ｂの締結位置は、前側フォーカス目
盛環２ａに有する長穴部１１の範囲で調整することができる。撮影者は、前側フォーカス
目盛５０と固定環４に有する前側フォーカス指標線とを実際の物体距離に合せた位置で、
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ビス８０ｂを締結することで、所望する物体距離が得られる。そして、後側フォーカス目
盛環３を前側フォーカス目盛環２ａに対して、最初に固定していた位置にビス８０ａによ
って締結することで、回転方向の位置を調整するための長穴部１１を隠すことができる。
このとき、ビス８０ａと後側フォーカス目盛環３に有する穴と、ビス８０ａとの間には、
回転方向に対して調整可能な隙間（調整隙間）があるため、前側フォーカス目盛環２ａと
後側フォーカス目盛環３の目盛位置のずれも隙間の大きさ分調整できる。
【００１６】
　また、前側フォーカス目盛環２ａと後側フォーカス目盛環３の最小の内径は、後側フォ
ーカス目盛環３の位置よりもマウント側（像側、反第１の部分操作環側）にある部品の最
大の外径より大きい。そのため、前側フォーカス目盛環２ａをメスネジ環６に固定してい
るビス８０ｂを外すことにより、他の構成要素を分解することなく、前側フォーカス目盛
環２ａと後側フォーカス目盛環３のみをレンズ装置に対して着脱可能である。そのため、
前側フォーカス目盛５０、後側フォーカス目盛５１の距離表示をフィートからメートル表
示、メートルからフィート表示のような単位の異なる目盛環への変更も容易に行える。
【００１７】
　以上述べたように、本実施例では、前側フォーカス目盛環２ａの位置を調整した後で、
ビス８０ｂによって確実に締結が行える。また、目盛位置調整用の長穴部１１は、後側フ
ォーカス目盛環３を取り付けることで外観に表れないため、長穴部１１にごみなどの異物
の侵入を防ぐことができ、長穴を隠すための部品を別途構成する必要がない。
【００１８】
　本実施例では、フォーカスの目盛構造について説明したが、本発明はこれに限定される
ことはない。光軸周りで回転可能な駆動環を回転させることによって光軸方向に可動なズ
ームレンズを駆動するレンズ装置における、該駆動環に固定される目盛表示部を有する操
作環についても本発明の構成を適用できる。また、駆動する対象は光軸方向に可動する光
学要素に限定されることもない。光軸周りで回転可能な駆動環を回転させて駆動するアイ
リスのように光軸方向には不動の光学要素に対しても、該駆動環に固定される目盛表示部
を有する操作環に本発明の構成を適用でき、同様の効果を奏することができる。
【００１９】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲で種々の変形及び変更が可能である。
【実施例２】
【００２０】
　図４は、本実施例におけるレンズ装置の部分断面図である。図５は、本実施例における
レンズ装置の回転位置検出装置であり、図６は、図４におけるVI－VI断面図であり、レン
ズ装置の回転規制部を示したものである。
【００２１】
　図４から図６を参照して、レンズ装置のフォーカス機構について説明する。
　本実施例は、実施例１に対して、前側フォーカス目盛環２ａを前側フォーカス目盛環２
ｂとしたもので、前側フォーカス目盛環２ｂには、ブラシ２０を取付け可能とし、フォー
カス回転端３１ａ、３１ｂを有するものである。その他フォーカス調整機構については、
実施例１と同様である。
【００２２】
　フォーカス目盛環の位置検出部である回転位置検出機構について説明する。前側フォー
カス目盛環２ｂもしくは後側フォーカス目盛環３を回転操作すると、前側フォーカス目盛
環２ｂに固定されたブラシ２０も一体となって光軸周りで回転する。ブラシ２０は、例え
ば図４、図５に示したように、４本の端子部を有し、各端子がレンズ装置に固定された固
定部である後側指標環５の外周上に貼付けられたパターンＦＰＣ２１上の導通パターン部
２２に摺動するように接している。パターンＦＰＣ２１は、図示していない制御基板と接
続している。制御基板では、ブラシ２０が、導通パターン部２２に接しているパターンＦ
ＰＣ２１の組合せをもとに信号処理し、フォーカス目盛環の、レンズ装置に固定された固



(6) JP 2013-222000 A 2013.10.28

10

20

30

40

50

定部である後側指標環５に対する相対的な回転位置として検出する。ブラシ２０の取付け
位置は、フォーカスの目盛位置と検出した回転角度が一致するように、ブラシ２０に設け
た長穴の範囲で調整して固定する。
【００２３】
　フォーカス目盛環の回転規制部について説明する。前側フォーカス目盛環２ｂは、フォ
ーカス回転端（端位置規制部）３１ａ、３１ｂを有している。前側フォーカス目盛環２ｂ
もしくは後側フォーカス目盛環３を回転操作すると、レンズ装置に固定された固定環４（
固定部）に固定されているストッパーピン３０にフォーカス回転端３１ａ、３１ｂが当接
して、前側フォーカス目盛環２ｂ及び後側フォーカス目盛環３の光軸周りでの回転範囲が
規制される。
【００２４】
　次に、フォーカス目盛環の光軸周りでの回転方向における位置調整について説明する。
　実施例１同様に、フォーカス目盛の位置調整を行う場合、後側フォーカス目盛環３を取
外し、前側フォーカス目盛環２ｂを固定しているビス８０ｂを緩めることで、長穴部１１
の範囲で前側フォーカス目盛環２ｂの位置を調整する。そのとき、ブラシ２０は、前側フ
ォーカス目盛環２ｂに固定されて一体で回転するため、目盛位置を調整すると同時に、前
側フォーカス目盛環２ｂと一体でブラシ２０の位置も動く。そのため、ブラシ２０を前側
フォーカス目盛環２ｂへの取付け時に調整していた、後側指標環５上にプリントされたパ
ターンＦＰＣ２１との位置関係を維持することができ、目盛位置と検出された回転角度の
関係が保たれる。また、前側フォーカス目盛環２ｂの位置を調整した後も、前側フォーカ
ス目盛５０に対するフォーカス回転端３１ａ、３１ｂの位置関係は、同一部品上にあるた
めに目盛位置の調整前後の位置関係は保持される。
【００２５】
　以上述べたように、本実施例では、前側フォーカス目盛環２ｂの位置を調整した後で、
ビス８０ｂによって確実に締結が行えるとともに、目盛と回転検出位置やフォーカス回転
端の位置関係が保たれるため、それぞれの位置関係を再度、調整する必要がない。また、
後側フォーカス目盛環３が取外し可能なため、後側フォーカス目盛環３の内径側で後側フ
ォーカス目盛環３に近接している部分に回転検出部を設けることができ、省スペース化が
図れる。本実施例では、フォーカスの目盛構造について説明したが、ズームやアイリスと
いった目盛を持つ操作環についても、同様の構造を適用しても良い。また、本実施例では
、ブラシの接する導通パターンにて回転位置を検出しているが、電気抵抗体や光学素子な
どの位置検出センサを用いても良い。
【００２６】
　上記した実施例においては、前側フォーカス目盛環上の、光軸周りの回転方向に長手方
向を有する長穴部１１を介して、メスネジ環６のねじ穴（第１のねじ穴）にビス８０ｂ（
第１のビス）を螺合して、前側フォーカス目盛環は駆動環であるメスネジ環に締結されて
いた。しかし、長穴部１１、メスネジ環６に設けられたねじ穴、ビス８０ｂから構成され
ていた、前側フォーカス目盛環を駆動環に締結する固定機構は、これに限定されることは
ない。前側フォーカス目盛環のメスネジ環６に対する固定位置を回転方向において調整可
能に固定できる構成であればよい。
【００２７】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲で種々の変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００２８】
１　　　レンズ本体
２　　　前側フォーカス目盛環（第１の部分操作環）
３　　　後側フォーカス目盛環（第２の部分操作環）
６　　　メスネジ環（駆動環）
１０　　移動レンズ群
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１１　　長穴部
５０　　前側フォーカス目盛（第１の目盛表示部）
８０ｂ　ビス（第１のビス）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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